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祝！金婚夫婦　多良木町は３７組
多中２年生　職場体験学習
レイチェルさん　ようこそ多良木町へ
保健センターだより
国民年金インフォメーション
教育委員会だより
お知らせ
社協だより
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収穫の秋がやってきました
今年もおいしい多良木産の米が採れました



米
村
勝
好
・
榮
子　

（
二
区
の
二
）

東　

和
俊
・
コ
ト　

（
五
区
の
一
）

林
田
博
補
・
千
鶴
子
（
七
区
の
二
）

立
石
歳
德
・
惠
美
子
（
七
区
の
二
）

林
田
政
信
・
光
子　

（
八
区
の
一
）

久
保
田
一
清
・
ヨ
シ
子
（
八
区
の
一
）

西　

重
人
・
節
子　

（
八
区
の
一
）

渕
田
良
一
・
シ
ナ
子
（
九
区
の
一
）

桑
原
良
夫
・
ミ
ヨ　

（
十
区
の
一
）

渕
田
榮
太
・
圣
子
（
十
一
区
の
一
）

【
黒
肥
地
地
区
】

村
上
末
松
・
テ
ル　

（
一
区
）

加
藤
正
司
・
サ
ヤ
カ
（
二
区
）

上
田
猪
三
郎
・
千
代
子
（
三
区
）

西
野
久
義
・
榮
子　

（
三
区
）

畑
田
尚
助
・
定
女　

（
五
区
）

西　
　

朗
・
み
ね
子
（
七
区
）

松
本　

保
・
ヒ
ロ
子
（
八
区
）

桑
原
邦
勝
・
京
子　

（
八
区
）

原
田
健
市
・
サ
ヨ
子
（
東
九
区
）

【
久
米
地
区
】

中
山
種
八
・
セ
ツ
子
（
一
区
）

　

藤
三
郎
・
美
鶴　

（
二
区
）

大
石
二
一
郎
・
フ
ジ
カ
（
二
区
）

石
田
重
雄
・
直
美　

（
四
区
）

木
村
勝　

・
イ
ツ
子
（
五
区
）

椎
葉
泰
次
郎
・
イ
ツ
子
（
五
区
）

大
神　

天
・
千
代　

（
五
区
）

井
上
芳
光
・
潤
子　

（
五
区
）

黒
藏
楠
男
・
み
き　

（
七
区
）

古
川
鶴
雄
・
佳
代
子
（
七
区
）

中
村
秀
利
・
綾
子　

（
九
区
）

宮
原
清
隆
・
勝
子　

（
十
一
区
）

中
村
國
丸
・
ケ
サ
ノ
（
十
一
区
）

中
村　

守
・
益
枝　

（
十
一
区
）

（２）

　

第
五
十
三
回
熊
本
日
日
新
聞
社
の

金
婚
夫
婦(

結
婚
五
十
周
年)

巡
回

表
彰
が
、
九
月
九
日
（
金
）
に
多
良

木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
結
婚

さ
れ
た
方
々
が
対
象
で
、
多
良
木
町

で
は
三
十
七
組
（
多
良
木
十
四
組
・

黒
肥
地
九
組
・
久
米
十
四
組
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
熊
本
日
日
新
聞
社

の
松
岡
繁
光
事
業
局
長
か
ら
代
表
の

中
村
國
丸
さ
ん
・
ケ
サ
ノ
さ
ん
夫
婦

（
久
十
一
区
）
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
続
い
て
松
本
照
彦
町
長

か
ら
代
表
の
針
馬
力
盛
さ
ん
・
安
子

さ
ん
夫
婦
（
多
一
区
の
一
）
に
町
か

ら
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
岡
事
業
局
長
と
松
本

町
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
金
婚
夫
婦

を
代
表
し
て
西
朗
さ
ん
・
み
ね
子
さ

ん
夫
婦
（
黒
七
区
）
か
ら
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
表
彰
式
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
婚
夫
婦
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

【
多
良
木
地
区
】

針
馬
力
盛
・
安
子　

（
一
区
の
一
）

川
上
常
雄
・
隆
子　

（
一
区
の
二
）

皆
越
新
作
・
フ
タ
ミ
（
二
区
の
一
）

村
山　

昇
・
ア
ツ
子
（
二
区
の
一
）

祝  

金
婚
夫
婦  

多
良
木
町
は
37
組

ー 

熊
本
日
日
新
聞
社
巡
回
表
彰 

ー

▲９月９日多目的研修センターで行われた金婚夫婦表彰式に出席されたみなさん

▲代表して表彰を受けられた中村さんご夫妻（右）、針馬さんご夫妻（中央）と謝辞を述べられた西さんご夫妻（左）



（３）

　

第
十
七
回
全
球
磨
少
年
柔
道
大
会
が
九
月
四

日
（
日
）、
多
良
木
町
柔
道
協
会
（
池
田　

智
浩

会
長
）
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
、
福
岡
、
宮
崎
県
な
ど
か
ら
な
ど
か
ら

九
十
九
チ
ー
ム
約
五
百
人
が
出
場
さ
れ
、各
コ
ー

ト
で
激
し
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
以
前
は
六
十

チ
ー
ム
ほ
ど
の
出
場
で
、
多
良
木
武
道
館
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
出
場
チ
ー
ム
が

増
え
て
き
た
た
め
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
支
援
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
大
会
と
位
置
付
け
、
参
加
費
の
一
部
を

義
援
金
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

全
球
磨
少
年
柔
道
大
会
開
催

▲一本勝ちを決めた尾方選手（多中三年）
　

八
月
三
十
一
日
（
水
）
～
九
月
二
日
（
金
）

の
三
日
間
、
多
良
木
高
校
福
祉
教
養
コ
ー
ス
一

年
生
が
初
め
て
の
福
祉
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
活
用
し
、
実
習
を
通
し
て
社
会
福
祉
に
携
わ

る
者
と
し
て
の
必
要
な
能
力
と
態
度
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
し
た

十
六
名
の
生
徒
さ
ん
は
多
良
木
町
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
多
良
木
町
）、福
寿
荘
（
湯
前
町
）、

そ
ら
ま
め
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
わ
か
れ
、
食
事
や
入
浴
の
介
助
な
ど
を
行

な
い
ま
し
た
。

多
良
木
高
校
一
年
生

福
祉
実
習
を
体
験

▲実習を行なう生徒さん

多
中
二
年
生
が
職
場
体
験
学
習

　
「
働
く
こ
と
の
尊
さ
を
知
り
、
自
分
の
生
き
方

に
つ
な
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
九
月
十
三
日

か
ら
十
五
日
に
か
け
て
多
良
木
中
学
校
二
年
生

が
職
場
体
験
学
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

二
年
生
は
三
十
九
の
職
場
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
仕
事
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
い
く
つ
か
の
職
場
に
い
た
生
徒
た

ち
に
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

久
米
に
あ
る
第
三
保
育
所
に
は
男
子
四
人
が

行
っ
て
い
ま
し
た
。
何
が
大
変
だ
っ
た
か
と
聞

い
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
み
ん
な
が
「
子
ど
も
を
寝

か
し
つ
け
る
こ
と
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
、

「
親
が
子
ど
も
を
好
き
に
な
る
気
持
ち
が
わ
か
っ

た
」
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

あ
ず
み
野
に
は
女

子
三
人
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。「
お
年
寄
り
の
方

と
過
ご
す
こ
と
は
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
消
防
署
、
宮
本
自
動
車
、
清
風

薬
局
な
ど
に
も
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
が
、

み
ん
な
真
剣
に
と
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
将
来
に
活
か
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

（
職
場
体
験
学
習
で
広
報
の
取
材
を
し
た
生
徒
の

記
事
及
び
写
真
で
す
。

記: 

赤
池
宏
太
、
北
﨑
奏
也
、
栄
村
あ
か
ね
、

助
廣
美
帆
）

▲取材風景 ▲慣れない作業も頑張りました



（４）

Ｍｓ．Ｒａｃｈｅｌ　Ｂｏｏｋｈｏｕｔ
Ｗｅｌｃｏｍｅ　Ｔｏ　Ｔａｒａｇｉ！

レイチェル・ブッカートさん　ようこそ　多良木町へ！
　９月１５日に外国語指導助手のブッカート・レイチェル・レノアさんがアメリカ合衆国より

来日し、多良木町へ着任されました。レイチェルさんは、語学指導を行う外国青年招致事業（Ｊ

ＥＴプログラム）により本町へ派遣され、町内の小・中学校における外国語指導の補助や外国

語教育教材の作成補助等を行ってもらいます。町民の皆さんもお気軽に声をかけてください。

どうぞよろしくお願いします。

Dear Taragi-town,

Hello, my name is Rachel. I came from America. I went to Smith College 

and studied abroad in Kyoto. I am 22 years old and have a twin sister. 

I like music, running, and reading.

I look forward to meeting everyone. Please say hi when you see me! 

From：Rachel Bookhout（New　ALT）

【日本語訳】

多良木町の皆様へ

　こんにちは。私はレイチェルと言います。アメリカか

ら来ました。スミス大学出身で、京都に留学したことが

あります。私は 22 歳で、双子の姉がいます。音楽、ラ

ンニング、読書が好きです。

　皆さんにお会いできることを楽しみにしています。私

を見かけたら、気軽に声をかけてください。

レイチェル・ブッカートより（新ＡＬＴ）

自己紹介自己紹介

多
良
木
町
管
工
事
組
合
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　

九
月
三
日
（
土
）、
多
良
木
町
管

工
事
組
合
（
尾
前
祐
二
組
合
長
）
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
内
の
上
水
道
施

設
四
ヶ
所
の
清
掃
活
動
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
四
班
に
分
か
れ
、
中
央

監
視
室
及
び
倉
庫
の
片
付
け
、
大
野

旧
加
圧
ポ
ン
プ
撤
去
、
高
圧
洗
浄
機

に
よ
る
永
谷
配
水
タ
ン
ク
の
洗
浄
を

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）
尾
前
電
気
設
備
、（
有
）
愛

瀬
電
機
水
道
、（
株
）岩
昭
電
機
、（
株
）

九
電
工
多
良
木
営
業
所
、（
有
）
助

廣
管
設
備
、（
有
）
鶴
田
電
気
設
備
、

（
有
）
中
村
電
設
、
肥
後
環
境
（
株
）、

松
下
建
設
（
株
） 

、（
有
）
米
村
電

気
設
備
の
み
な
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲永谷配水タンク洗浄の様子



（５）

10月は　　　　　　
　「土地月間」です！

　ご存知ですか？１０月は土地月間、１０月１日は十と一『土』で土地の日です。土地基本法では、
土地についての４つの「基本理念」を定めています。

１　公共の福祉が優先します
　　　限られた貴重な資源である土地。自分の土地であっても、利用の仕方によっては周辺地域に

大きな影響を与えます。土地は公共性の強いものであり、その利用には公共の福祉を優先する
ことによる制限や負担が必要です。

２　計画に従った適正な利用が大切です
　　　土地利用は、その土地だけでなく、周囲の地域全体も考えて最もふさわしい活用であるかど

うかが問われます。「都市計画」など土地利用についての計画を定め、計画に適合した利用を
行うことが求められます。

３　投機的な土地取引はいけません
　　　土地を投機の対象としてはいけません。価格の異常な上昇を招くばかりでなく、利用されな

いままの土地も増えてしまいます。本当に土地を必要とする人が、正常な取引価格で取得でき
ることが大切です。

４　利益に応じた適切な負担が求められます
　　　新しい道路の開通や新駅の開業などの公共施設の整備など外部の要因によって土地の価格が

上昇することがあります。このような周辺状況の変化によって土地の価格が増大し得られる利
益は、公平性の確保のためにも受ける利益に応じた適切な負担が求められます。

　　　豊かな暮らしを実現するため、土地の有効利用をみんなで考えましょう。

『一定面積以上の土地取引には、届出が必要です』
　一定面積（多良木町では 10,000㎡）以上の土地の取引があったときは、契約後に権利取得者（買
主）が届出をする必要があります。
　○届出の必要な取引
　　　売買、交換、売買予約、譲渡担保、代物弁済等
　○届出期限
　　　契約（予約を含む）締結日から２週間以内（締結日を含みます）
　○罰則
　　　届出をしなかったり、偽りの届出をすると６ヶ月以下の懲役または 100 万円以下の罰金に

処せられることがあります。

お問い合わせ先
◦熊本県企画振興部地域・文化振興局地域振興課　　電話０９６−３３３−２１８１
◦多良木町役場企画観光課企画改革係　　　　　　　電話０９６６−４２−１２５７
　届出書のダウンロード
　http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/17/tochibaibai.html（県庁ＨＰ）
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10月 20㈭・21㈮

　　　　畜産会
　　　　商工会青年部
　　　　地域婦人会
いちご薬局
南幌町コーナー
阿久根市物産展
えびす温泉・リサイクルＰＲ
地球温暖化防止活動ＰＲ
子育て支援ＰＲ
堆肥センターＰＲ
農業委員会
農業女性の会
４Ｈクラブ
多良木町夢工房
熊建労
自衛隊コーナー
ロアッソコーナー

　　　　畜産会
　　　　商工会青年部
　　　　地域婦人会
いちご薬局
南幌町コーナー
阿久根市物産展
食生活改善
子育て支援ＰＲ
えびす温泉・リサイクルＰＲ
地球温暖化防止活動ＰＲ
堆肥センターＰＲ
農業委員会
農業女性の会
多良木町夢工房
自衛隊コーナー

20㈭ 21㈮

出　展　案　内

20㈭ 保育園児遊戯 10:00〜
（光台寺保育園・黒肥地保育園・

公立保育所・むつみ保育園）

みこしパレード 13:00〜

吹奏楽演奏（県警音楽隊）15:30〜

21㈮ 小学生発表 10:30〜
多良木小学校（ダンス）
久米小学校（太鼓）

オカリナ演奏（オカリナ教室）
伝統芸能発表 13:00〜
  （葛沢臼太鼓踊り）
あいあいスポーツクラブ発表
ダンス　３Ｂ体操・レクレーションダンス
太極拳　シルバーエアロビクス

歌謡ショー（矢谷侑子）14:30〜

（県警音楽隊・各種団体総踊り・
子供みこし・大人みこしなど）



（７）
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多良木町行政座談会での主なご意見を紹介します

　下記のとおり行政座談会を開催しました。ご参加いただいた皆様には、

大変貴重なご意見をいただき、誠に有難うございました。

　なお、主なご意見と町からの回答の要旨については、以下のとおりです。

■期　　日：平成 23年６月 21日（火）～ 27日（月）	

■開催場所：黒肥地小学校体育館、久米小学校体育館、

　　　　　　槻木公民館、多目的研修センター研修室

主な質疑・意見 町からの回答の要旨

・高齢者が多いため、今回のような座談会は、夜間開
催するよりも日曜日の昼間に開催してほしい。
・若い世代にとっては、昼間は仕事があるが、地域全体を
みれば自分のことばかりを考えてはならない。（槻木地区）

　時期的に不可能なこともあると思いますが、できる
だけそのようにしていきたいと思います。

　風力発電については、その後どのようになっている
のか。

　計画をしておりました会社は、採算が合わないとい
うことから、国の補助事業が復活するまで保留すると
いうことでございます。

　球磨川河川敷を芝生化するということだが、今回の
大雨での影響は。（芝グラウンド整備について）

　今回の大雨では、2.5 ｍほど余裕がありました。過
去 30 年間で２回ほどの冠水はありましたが、流され
るようなことはあっていません。

　町の将来を考えると、宿泊施設もある多目的グラウ
ンド周辺にまとめた方が、経済的効果もあると思う。
高齢者から河川敷までは歩いて行けないという声も聞
く。用地の交渉ができないということであれば仕方な
いが。（芝グラウンド整備について）

　用地の問題もあり、河川敷までの移動はなんとかお
願いしたいと思っています。グラウンドゴルフ専用と
いうことではなく、世代間交流が目的ですので、いろ
んなことに使っていただきたいと思っています。

　トイレ、駐車場には予算をいくら計上しているのか。
（芝グラウンド整備について）

　総事業費で 9,000 万円計上しております。トイレに
ついては、桜づつみ公園のトイレを増設する等、事業
費の縮減を図っていきたいと考えています。また、駐
車場も簡易的な駐車場にしたいと考えています。

　多良木町だけの問題ではないが、若い人の嫁不足を
何とか考えていただきたい。

　多良木町におきましても、議会と一緒に取り組んで
おります。この問題につきましては、各町村も頭を痛
めておりますので、広域的にやっていきたいと思いま
す。

・槻木地区は特に高齢化が進み、将来が見えない中、
町としてのプランはあるのか。
・熊大の先生が来られる目的は。

　今回の集落点検は、地域の課題を出し合って、解決
策を見いだすことを目的としています。

　携帯電話が、（槻木地区の）平谷・鶴ノ才では繋が
らないので、早急に対応をお願いしたい。

　町の防災無線の柱を活用してアンテナが設置できな
いか、再度要請したいと思います。

　多良木町は現在、ADSL のみで、基地局から４km
以上離れると通信速度が落ちて不便を感じることがあ
る。近隣町村は光ファイバーが整備されてあると思う
が、多良木町での計画は。

　多良木町は、これまで携帯電話が繋がらないところ
が多数あった関係で、そちらの整備を先に行いました。
　ブロードバンドの整備につきましては、平成 24 年
度から 25 年度までに整備する検討をしております。

　乗り合いタクシーを月１回で良いから、土日に運行
できないか。

　アンケートの集計結果をみながら検討していきたい
と思います。町だけでなく、タクシー事業者との相談
が必要でございますので、公共交通会議に諮っていき
たいと思います。

　ブルートレインの利用者が増えていることは町民の
一人として喜んでいる。一番の効果はインターネット
で宣伝しているためか。

　ホームページも作成していますが、一番効果が大き
いものは、マスコミに取り上げられたことによるもの
です。その後ホームページを見られるという方が多い
ようです。その次に鉄道ファンの人たちのようです。
　今後は、リピーターの獲得や新たな観光を活用した
お客様などを考えていきたいと思っております。
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主な質疑・意見 町からの回答

　ブルートレインの朝食は弁当になっているが、地産
地消、土日だけでも地元の野菜などを使って提供すれ
ば。

　食事につきましては、飲食店をされている方にして
いただくことが一番良い方法ですが、料飲店組合との
調整もありますので、検討していきたいと思います。

　農業アドバイザーの雇用はいつまでか。 　国の雇用対策であり１年ですが、来年以降は、今年
度の業務内容を精査し検討したいと思います。

　町有林の皆伐を 10ha ずつ 10 年間行うということ
だが、災害がおきないよう、できるだけ分散しながら
行っていただきたい。

　一定の地域だけでなく、町全体としての計画であり
ますので、そのようにしていきたいと思います。

　安定した仕事がない。企業誘致を行い、若い世代に
仕事を与えてほしい。

　企業誘致につきましては、人吉球磨企業誘致連絡協
議会を作って、合同で進めておりますが、現在の経済
情勢ではなかなか難しい状況です。今後も人吉球磨一
体となって何らかの企業誘致ができればと頑張ってま
いります。皆様からの情報もお願いします。

　火葬場は、人の一生を終えるところなので、どんな
方法であっても町民の理解は得ていくべき。
　試算されている金額は償却資産などを加味している
のか。
　結論ありきではいけない。議論が必要である。

　町単独で建設、利用するとなると維持費が高くなり
ます。火葬がない時も人件費が要りますし、現在単独
で利用しているところは、多良木町だけです。

　火葬料金は、市町村によって違うのか。 　多良木町のように単独で運営しているものや、複数
の自治体で運営しているものもあり、現在は統一化さ
れておりません。

　あさぎり町に大型の火葬炉を１基増設するとした場
合、いくらかかるのか。

　約 6,000 万円かかると聞いております。

　火葬場の件は費用対効果を優先させている気がす
る。午前中の火葬となると亡くなった方に会えない場
合もある。「しきたり」なども考慮していただき、で
きるならば多良木に建設してほしい。

　今の現状からいくと数字的には３炉で間にあうだろ
うという話しでございます。広域行政組合でも「しき
たり」等を考慮し、午前中の火葬はできないと考えて
おりまして、３炉で間にあわない場合は増設もできる
ということです。

　黒肥地地区の下水道工事は平成 22 年度から順次着
工予定と聞いていたが、今年度は何月くらいから実施
されるのか。

　平成 22 年度は関連町村の全体計画の見直しを行い、
エリアの縮小、また人口減少等で全体的に縮小化とな
りました。国や県との協議を行いましたが認可がおり
たのが年度末であったため着工が遅れました。
　現在測量中で、９月頃には着工できると思います。

　（黒肥地地区に）公営住宅用の用地を買収されてい
るが、旧農協の石倉の活用計画がなければ、用地費等
の経費が軽減できるのでは。

　町営住宅については、小林地区を予定しており、平
成 24 年度から６戸を建築する予定です。

　県道人吉水上線の改良は、今年から３回に分けてと
いうことだが、どこまで進んでいるのか。

　昨年 12 月に説明会、今年１月に測量立会いを行っ
ています。青蓮寺付近から脇地区において用地交渉、
補償の段階と聞いています。
　工事が着手されれば、広報紙等でお知らせします。

　町道永原線の改良工事で、昨年は困難なところのよ
うであったが、通行できる時間帯が仕事で通る人に
とって、非常に不便であった。

　今年は約 200 ｍを予定しておりまして、年内には
完了させる計画です。

　県道中河間多良木線の改良について、もっと推進し
ていただきたい。

　県道改良につきましては、部分的な改良を行うと聞
いております。

　高齢者が増える中、民生委員はボランティアで活動
している。報酬を支給する考えは。

　民生委員の趣旨に基づいて、活動をお願いしており
ます。協議会には若干の補助金を出しております。現
状でお願いしたいと思っております。

　児童の米づくり学習について、生産から食べるまで
の教育が必要ではないか。千歯こぎなどの昔の農機具
を使うなど。

　昔の農機具を使うことはとてもよいことだと思いま
す。ＪＡ、学校とも協議して、現在と昔の違いとして
学習できればと思います。

　多良木小学校の改築をみていた。騒音やゴミなどの
問題もあった。できれば開校前に町民へ公開をしてほ
しかった。

　開校はしておりますが、今年度、外溝工事を行って
おりますので、すべて完了してから落成式を行う予定
でおります。住民や近隣への配慮が足りなかったこと
は申し訳ございませんが、子どもたちには早く入って
ほしいということでございました。
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国民年金インフォメーション国民年金インフォメーション

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます。
〜年末調整・確定申告まで大切に保管を！〜

○　国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となり
ます。（その年の１月１日から１２月３１日までに納付した保険料が該当します。）

○　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付け
られていますので、平成２３年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納
付された方に対し、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年１０月下旬から
１１月上旬までに日本年金機構から送付されます。

　　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付して下さい。
　　なお、１０月１日から１２月３１日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付され

た方には、来年の１月下旬に送付されます。
○　ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申

告に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してく
ださい。

　※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはが
きに表示されている年金事務所へお問い合わせください。

　　　年金受給者のみなさんへ
『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障
害年金・遺族年金は課税されません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年１１月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告
書が送付されますので、１２月１日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。
もし提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありま
すのでご注意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

【お問い合わせ先】
日本年金機構　八代年金事務所　電話０９６５−３５−６１２３

平成２４年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
６５歳未満 年金額が１０８万円以上

６５歳以上 年金額が１５８万円以上



【その他の工夫】 
・テレビにカバーを掛ける。ビデオ・DVD は見えないところにしまっておく。 
・コンセントから電源をはずしておく。
・必要な時に玩具や絵本を出しておき，テレビ以外のものにも関心を
　向ける。 
・テレビの無いところで遊ぶ時間を長くする。
・子どもが部屋に入ってきた時にテレビがついていないようにする。 
（起きたとき，外出から戻ったときなど）

　地上デジタル化により、ご家庭のテレビを買い替えられたところが多
かったのではないでしょうか？テレビは、私達にたくさんの情報を与え
てくれるメディアの一つですが、心身の発達過程にある子どもにとって
は、良い影響ばかりではありません。日本小児科学会の統計調査の中で、
児の近くでテレビが長時間視聴されている場合は、１歳６ヶ月時点にお
ける意味のある言葉の出現の遅れと関係があることがわかっています。
乳幼児期の子どもは、身近な人とかかわりあい、遊びなどの実体験をたくさん重ねることで人間関
係を築き、心身を成長させます。特に２歳以下の子どもについては、テレビ画面への早期接触や長
時間化は、親子が顔を合わせて一緒に遊ぶ時間を奪ってしまい、心身の成長発達に影響を与えるこ
とが考えられます。２００４年には日本小児科医会と日本小児科学会が相次いで提言を行なってい
ます。

（11）

保健センターだより保健センターだより
子 ど も と テ レ ビ  ～「テレビがついていない日」はありますか？ 

２歳以下の子どもにはテレビ・ビデオは見せないのが基本
　上のきょうだいが見たがるような場合は、子どもだけではなく、親も一緒に見て歌ったり、子どもの
興味にそって話しかけてあげたりすることが必要です。くれぐれもテレビが子守りをすることがないよ
うにしましょう。

授乳中や食事中にはテレビ・ビデオをつけないようにしましょう
　授乳中に母と子が見つめあうことや、子どもからの働きかけに応えることは、コミュニケーションの
意欲を育てるために非常に重要です。 また、乳幼児の場合は、テレビがついていることで食事に集中で
きないことが多くあります。食事に集中できるように、周りの大人が環境を整えてあげてください。 

テレビはつけっぱなしにせず、見たら消しましょう

子ども部屋にはテレビ・ビデオ・パソコンを置かないようにしましょう

　３歳以上のお子さんについても、ゲームも含め全てのメディアに接触する時間は１日２時間まで（ゲー
ムについては１日３０分まで）を目安に。
　子どもにテレビを見せないようにすることは、家族の協力なしでは簡単にいきません。
　まずできることからやってみて、是非「テレビがついていない日」をつくりましょう。

参考：月刊母子保健、日本小児科学会こどもの生活環境改善委員会「乳幼児のテレビ・ビデオ長時間視聴は危険です」、日本小児科
医会子どもとメディア対策委員会「子どもとメディアの問題に対する提言」
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　今月は、ニチレクとニュースポーツ教室とダンス教室の紹介です。ニュースポーツは、初心者で
も気軽に参加できるスポーツで、多くの種目があります。その中の一つがニチレクボールです。
　８月２８日 ( 日 ) に “ スポーツ交流会 ” で行い、子どもからお年寄りまで楽しみました。

ニチレクとニュースポーツ教室
◎大人も子どもも、
楽しくプレー・・

ヽ (^o^) 丿　　青組、紅組、
ニチレクボール！

みなさん、こぞって
参加しましょう！

体育指導委員（野中 , 井手 , 鍋田 , 宮原 , 椎葉 , 吉田 , 尾方 ,
西 , 針馬 , 佐々木 , 黒木 , 五家 , 久保田 , 川口 , 湯上） ◎第２・４木曜日、午後７時から町民体育館にて、活動し

ています。
　ニチレクとニュースポーツ教室では、子どもからお年寄
り、また、初めての方でも丁寧に教えていただいています。

ダンス教室

◎シァル ウィダンス！
楽しい音楽に合わせて、心も
身体も素敵にリフレッシュ
笑顔 いっぱい♡　ダンス

山本　矩子先生

◎ダンス教室は、平均年齢７０歳ですが、
皆さん元気で、お祭りやイベントに楽し
く参加しています。
　毎週木曜日、午前９時３０分から交流
館石倉にて活動しています。

スポーツ振興くじ助成事業

【問い合わせ先】　あいあいスポーツクラブたらぎ事務局
　　　　　　　　多良木町教育委員会内　　担当　竹下・渕田　
　　　　　　　　ＴＥＬ４２－１２６７　ＦＡＸ４２－２２９３

初心者
大歓迎！



　9 月 11 日（日）に、県立多良木高等学校グラウンドで、多良木町陸上教室を開催しました。
　人吉・球磨管内の陸上に興味がある中学生２１５名が参加しました。ご指導いただいたのは、国内外で活躍
されている現役選手です。
　種目をフィールド、短距離、中・長距離と分けて行いました。準備運動から始まり、腕の振り方や足の運び
方などの実践的な指導が行われていました。どの種目もみな楽しく生き生きとした表情で体を動かし、積極的
に指導者とコミュニケーションを図っていました。（写真）
　今回の陸上教室の目的は、人吉球磨管内の中学生を対象に多良木高校の教育活動の啓発の一助となることで
したので、参加者からのアンケートの結果からみても、十分に目
的を達成したのではないかと思います。
　　　　　　　　　　　種　目　　　　　　主な戦績
　指導者　久保田　聡　走高跳　　　　　日本選手権優勝
　　　　　八幡　賢司　110m ハードル　  世界陸上出場
　　　　　井野　　洋　1500m　　　　    日本インカレ優勝
　　　　　地下　翔太　長距離　　　　　箱根駅伝出場
　　　　　原　　茂明　長距離　　　　　箱根駅伝出場

多良木町教育委員会だより
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多良木町教育委員会だより

  このほど、阿蘇市で開催された熊本県社会教
育研究大会において、本町の沖裕子さん（多良
木 5 区の 1）が、熊本県社会教育委員連絡協議
会長表彰を受賞されました。
　今回の表彰は、多年にわたる社会教育委員と
しての功績に対し贈られるもので、沖さんには、
社会教育委員として
本町の社会教育振興
に多大なご尽力をい
ただき、社会教育の
推進に貢献いただき
ました。
　栄えある受賞おめ
でとうございます。

　多良木町文化協会主催の多良木町文化祭が、来る１１月３日文化の日をメーン
に開催されます。
　今年で通算３４回目になる同文化祭は、ステージ発表の部が、多目的研修セン
ターで３日午前９時３０分から、作品展示の部が、交流館石倉で、２日午後１時
から４日午後４時までとなっております。文化協会員や園児などによるすばらし
いステージや展示作品、お茶席なども準備されます。入場無料、青年団によるバザー
コーナー（３日のみ）もありますので、是非、文化祭ステージ発表及び作品展示両会場へ足をお運びください。
【ステージ発表の部】１１月３日午前９時３０分～午後２時３０分　多目的研修センター
【作品展示の部】　　　１１月２日午後１時～１１月４日午後４時　　交流館石倉　

成 人 式 の お 知 ら せ

文化協会主催　多良木町文化祭開催のお知らせ

県社会教育委員
連絡協議会長表彰受賞 　平成２４年多良木町成人式を下記の

とおり開催します。町内外にお住まい
の対象者（新成人者）の方々の多数の
ご参加をお待ちしております。
　なお、対象者（新成人者）及び来賓
の方々には、後日ご案内状を送付しますが、日程調整や美
容院予約等が必要な方もおられると思いますので、対象者
のご家族におかれましては、早めのご連絡をお願いします。

記
【日　時】平成２４年１月４日（水）午前１０時から
【会　場】多目的研修センター２階
【対象者】平成３年４月２日生～平成４年４月１日生
【日　程】 9 ：00～受付
　　　　　10：00～開式
　　　　　11：00～記念撮影
　※お問い合わせは、教育振興課社会教育係
　　　　　　　　　　　　　（電話４２－１２６７）まで

多良木町陸上教室に215名参加
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お
知
ら
せ

　

十
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

県
立
球
磨
養
護
学
校
に
お
い
て
「
く

ま
よ
う
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
小
学

部
の
遊
び
場
の
開
放
、
作
業
製
品
の

販
売
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
賛
助
団
体
の
バ

ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
立
球
磨
養
護
学
校

電
話
四
二―

三
七
九
二

人
吉
市
土
手
町
三
六―

一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

二
四―

三
六
六
七

(

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

熊
本
地
方
法
務
局　

人
吉
支
局

電
話　

二
二―

三
三
九
三

障
害
者
相
談
支
援
事
業
の

巡
回
相
談
実
施

　

熊
本
県
で
は
、
飲
食
店
や
惣
菜
店

等
を
対
象
に
地
域
住
民
の
健
康
づ
く

り
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
お
店
を

募
集
し
ま
す
。

【
対
象
店
舗
】
人
吉
市
・
球
磨
郡
に

所
在
す
る
飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
、

物
産
館
、
企
業
食
堂
等

【
募
集
締
切
】
平
成
二
十
三
年
十
一

月
三
十
日
（
水
）

【
募
集
内
容
】「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
を
活
用
し
た
表
示
」、「
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
」、「
ヘ
ル
シ
ー

オ
ー
ダ
ー
へ
の
対
応
」
の
中
か
ら
一

つ
以
上

※
お
店
に
は
専
門
家
で
あ
る
栄
養
士

が
表
示
内
容
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
吉
保
健
所
保
健
予
防
課

電
話　

二
二―

三
一
〇
七

　

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

　

そ
れ
に
ち
な
ん
で
人
吉
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て

の
川
柳「
人
権
川
柳
」を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
で
き
る
人
】
人
吉
・
球
磨
に

お
住
ま
い
の
方
は
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
用

紙
適
宜
・
一
人
三
点
ま
で
）

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
平
成
二
十
三
年
十
月

一
日（
土
）か
ら
十
月
三
十
一
日（
月
）

ま
で

【
応
募
先
】
熊
本
地
方
法
務
局 

人
吉
支
局

郵
便
番
号　

八
六
八―

〇
〇
五
七

　

次
の
と
お
り
標
記
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
多
良
木
町

役
場
農
林
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】

（
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
）

十
一
月
十
六
日
（
水
）（
学
科
、実
技
）

（
チ
ェ
ン
ソ
ー
特
別
教
育
）

十
一
月
十
七
日
（
木
）（
学
科
）、

十
八
日
（
金
）（
実
技
）

い
ず
れ
も
九
時
開
会

【
会
場
】
肥
後
木
材
㈱
人
吉
市
場

【
受
講
料
】

（
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
）

八
千
四
百
円

（
チ
ェ
ン
ソ
ー
特
別
教
育
）

一
万
一
千
五
百
円

【
申
込
み
期
限
】
十
月
二
十
四
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
多
良
木
町
役
場

　

農
林
課　

電
話
四
二―

一
二
五
二

チ
ェ
ン
ソ
ー
特
別
教
育
及
び

刈
払
機
取
扱
作
業
者
講
習
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
の
人
を
対
象
に
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
（
各
種
ト
ラ
ブ
ル
と
そ

の
対
策
）
に
つ
い
て
の
講
演
や
医
療

相
談
会（
交
流
会
）等
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】
十
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
一
時
半
～
三
時
半

【
場
所
】
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

【
申
込
方
法
】
当
日
会
場
で
受
付
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

電
話
〇
九
六―

三
八
四―

一
〇
一
二

く
ま
よ
う
祭
の
ご
案
内

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、

巡
回
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

【
日
時
】
十
一
月
十
八
日
（
金
）

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

【
場
所
】
多
良
木
町
役
場　

三
階

委
員
会
室

【
相
談
員
】

身
体
障
害
者
相
談
員
：
相
談
支
援
事

業
所
け
や
き

知
的
障
害
者
相
談
員
：
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
う
ぐ
い
す

精
神
障
害
者
相
談
員
：
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
翠

※
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
当
日
の
時
間
内
で
の
電
話
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
相
談
受
付
も
可
能
で
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

多
良
木
町
役
場　

町
民
福
祉
課

電
話
四
二―

一
二
五
六
（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
四
二―

二
二
九
三

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

膀
胱
保
持
者
）
医
療
相
談
会

人
権
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
」
の
募
集

不
動
産
鑑
定
巡
回
無
料
相
談

　

次
の
と
お
り
平
成
二
十
三
年
度
不

動
産
鑑
定
巡
回
無
料
相
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
十
月
二
十
八
日
（
金
）

午
後
一
時
～
午
後
四
時

【
場
所
】
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
小

会
議
室

【
相
談
員
】
不
動
産
鑑
定
士　

二
名

【
相
談
の
内
容
】

・
不
動
産
の
価
格
に
関
す
る
こ
と

・
不
動
産
の
賃
料
に
関
す
る
こ
と

・
不
動
産
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
不
動
産
に
関
す
る
こ
と

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

電
話
〇
九
六―

三
八
五―

五
〇
二
〇

平成23年9月分 157,220㎏
平成23年度累計（H23.4月〜H23.9月） （Ａ） 971,950㎏

前年度の9月までの累計 （Ｂ） 963,380㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） ＋ 8,570㎏

多良木町から出たゴミの量（９月分）です！！
■多良木町の人吉球磨クリーンプラザへのゴミ搬入状況
◆可燃ゴミ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ◆不燃ゴミ

「１・１・１００運動」にご協力を！  ― １日・１家庭・１００グラムのゴミ減量 ―
※金額は、人吉球磨広域行政組合への負担金より算出しています。　今後とも、ゴミの分別・リサイクルの推進にご協力をお願いします。

平成23年9月分 7,160㎏
平成23年度累計（H23.4月〜H23.9月） （Ａ） 53,300㎏

前年度の9月までの累計 （Ｂ） 52,270㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） ＋ 1,030㎏



　ひとり親家庭のお父さん、お母さんを対象に巡回相談を実施し
ます。相談内容は子育ての相談から、生活相談、貸付の相談、就
労相談など何でもかまいませんので、お気軽にお越し下さい。

相談受付時間　１３：００～１８：３０

（15）

平成23年 交通事故の発生状況 
（　）内は対前年比　　【９月末日現在】

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

7,597
45

9

（−206）
（−6）
（−6）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

52
2
0

（−9）
（＋2）
（±0）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

9,802
53
10

（−58）
（−9）

（−12）

『町のホットライン』を開設しています！　電話 42 － 6111（内線 210 または 231）

期  日 上 球 磨 地 区 中 球 磨 地 区 小児科 （球磨人吉地区）

11月 3日 渡辺医院
多良木町　42-2541

ほづみ皮膚科医院
錦町　　　26-5300

増田クリニック
人吉市　　22-3570

11月 6日 横山医院
多良木町　42-2132

小林クリニック
錦町　　　38-5670

やまむら医院
あさぎり町　45-0005

11月13日 仁田畑クリニック
多良木町　42-1123

小川整形外科医院
錦町　　　38-3455

堤病院附属九日町診療所
人吉市　　22-2251

11月20日 井口医院
多良木町　42-5570

増田耳鼻咽喉科クリニック
あさぎり町　45-8001

人吉総合病院小児科
人吉市　　22-2191

11月23日 東病院
あさぎり町　45-5711

岩井クリニック
あさぎり町　49-2181

たかはし小児科内科医院
人吉市　　24-2222

11月27日 犬童耳鼻咽喉科
多良木町　43-0777

たかの眼科
あさぎり町　47-2550

公立多良木病院小児科
多良木町　42-2560

球磨郡医師会休日在宅医当番表（11月分）

■診療時間は、午前 9時から午後 5時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

3 日

6 日

13 日

20 日

23 水

27 日

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

11月の休日当番薬局

町長交際費の支出状況 （Ｈ 23.9.1 〜 9.30）

No. 件　　　　　　名 金　額 支　払　先

1 研修先御礼用焼酎代 14,400円 ㈲那須酒造場

人のうごき （９月１日現在）

人　口    １０，８２４人
　男　　　５，０９０人
　女　　　５，７３４人

出生 　５人　　死亡 ２０人
転入 ２０人　　転出 ２７人

世帯数 ３，８９２世帯

清風薬局サンロード免田店（49-9600）
百太郎薬局（28-8123）
エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）
清風薬局サンロード免田店（49-9600）
ひご薬局多良木店（49-1011）
清風薬局サンロード免田店（49-9600）
たらぎ調剤薬局（43-0221）
清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）
岡原けんこう堂薬局（45-6023）
おかざき薬局（49-2905）
清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）
きりん薬局原田店（42-6900）
くるみ薬局（49-9630）
多良木いちご薬局（42-6888）
清風薬局サンロード免田店（49-9600）
山口薬局（42-2123）

10 月の納税
町県民税　　３期
健康保険税　６期
の納入月です

球磨地域ひとり親家庭  巡回相談のお知らせ

日　　　程 場　　　　　　　　所
１０月２１日（金） あさぎり町福祉センター１Ｆ　会議室
１０月３１日（月） 水上村岩野公民館　中研修室
１１月９日（水） 五木村役場２Ｆ　小会議室２

１１月１８日（金） 人吉保健所　第２会議室
１１月２２日（火） 球磨村役場３Ｆ　相談室

お問い合わせ先
球磨地域振興局福祉課
電　話　２２－１０４０
ＦＡＸ　２２－３１２９

東北地方太平洋沖地震災害義援金について
　多良木町役場及びえびす温泉センターでの義援金の受付につきましては、
９月末をもちまして終了いたしました。
　これまで多数の皆さまに御支援いただき、誠にありがとうございました。
　なお、皆さまから御支援いただきました義援金は、合計585,260円でした。
　また、今後におきまして義援金の御支援をいただける場合は、多良木町社
会福祉協議会へお届けいただきますようお願いいたします。

多良木町役場　えびす温泉センター　



　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
に
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
浄
財
は
、
慎
重
に
考
慮
の
う
え
本

町
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
有

効
適
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

久
保
田　

光　

利 

（
黒
十
区)

小　

場　

昭　

三 

（
多
八
区
の
一
）

西　
　
　

泰　

隆 

（
黒
東
九
区
）

谷　

川　

惠　

子 

（
黒
八
区
）

小
路
永　
　
　

孝 

（
多
八
区
の
二
）

成　

松　

和　

子 

（
多
三
区
の
一
）

田　

嶋　

ト
ミ
子 

（
多
九
区
の
二
）

▲炊き出し訓練

　

ま
た
、
地
元
え
び
す
民
舞
会
の
華

麗
な
舞
踊
や
ゲ
ス
ト
の
ザ
・
わ
ら
べ

の
軽
快
な
踊
り
、
タ
レ
ン
ト
の
伯
龍

＆
も
り
ぞ
う
の
も
の
ま
ね
や
く
ま
も

ん
隊
の
出
演
も
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

「赤い羽根共同募金」に ご協力ください

（16）
再生紙を利用しています。

善
意
の
灯 

社協だより
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発
行
日
／
平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日

第10回　たらぎ社協福祉まつり

東日本大震災義援金へのご協力ありがとうございます
　被災された方々の支援と被災地の復興を願って多くの皆様
から義援金が寄せられました。お寄せいただいた義援金は共
同募金会を通じ、災害義援金として被災者に配分されます。
　義援金の受付は引き続き行いますので、皆様のご協力をお
願いします。
　平成23年9月1日から平成23年9月30日受付分 （敬称略）
　　延壽寺（災害復興支援行脚7/11分）
　　延壽寺（災害復興支援行脚9/11分）
　　伏見　優之助
　　伏見　タツ子
　　社協設置募金箱
　　　合　　計
　　　累　　計

　

社
協
、
上
球
磨
消
防
署
、
役
場
健

康
・
保
険
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
う

季
節
を
前
に
情
報
交
換
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
消
防
署
が
消
防
弱
者
を

ど
う
守
る
か
に
つ
い
て
の
講
話
。
応

急
手
当
法
の
説
明
及
び
救
急
隊
に
よ

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
訪
問
介
護
事
業
所
が
在
宅

高
齢
者
宅
の
火
災
に
つ
な
が
る
危
険

　赤い羽根共同募金運動は、今年も１０
月１日から１２月３１日まで全国一斉に
展開されています。
　多良木町では、戸別募金、えびす祭り

会場での募金、各種団体や事業所、職場での募金など
にご協力をお願いしています。
　募金の一部は、社協へ配分され、福祉事業の財源と
して有効適切に活用させていただいています。
　皆様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。

　

今
年
も
敬
老
月
間
の
９

月
４
日
に
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
で
た
く
さ
ん
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

社
協
福
祉
ま
つ
り
は
、

福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
お
互
い
に
助
け
合

い
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く

り
を
推
進
し
よ
う
と
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

光
台
寺
保
育
園
園
児
の

歌
と
踊
り
で
元
気
に
幕
開

け
。

　

今
年
90
歳（
卒
寿
）
を

迎
え
ら
れ
た
43
名
の
内
、

出
席
さ
れ
た
10
名
の
お
一

人
ず
つ
に
社
協
会
長
の
松

本
町
長
が
記
念
品
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
人
吉
・

球
磨
圏
域
の
社
協
職
員
が
協
力
し
て

被
災
地
社
協
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
た
め
に
応
援

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

14,173円
11,865円
 10,000円
10,000円

236円
46,274円

3,401,656円

　

協
定
締
結
を

記
念
し
て
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設

置
訓
練
、
炊
き

出
し
訓
練
を
実

施
。
地
域
婦
人

会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ

球
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
社
協
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

行
動
に
つ
い
て
報
告
。
防
止
策
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
情
報
を
共
有
し
、
高
齢
者

の
方
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

在
宅
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
る
情
報
交
換
会

▲調印式

ん
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
合
同
の
訓

練
を
継
続
し
て
い
く

予
定
で
す
。


